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H28 H29 H30 R元 R２

（単位：百万円）

H28 H29 H30 R元 R２

繰越金 1,169 1,129 1,048 996 984
増減 4 △ 39 △ 81 △ 52 △ 12

【収入】

非現金

収入計　2,285百万円

収益的収支　　　　

【支出】

処理場費　８１０百万円維持管理負担金 ８５３百万円

長期前受金戻入※
１，３９２百万円

 減価償却費
  １，７１２百万円
【うち収益化(収入の長期前受金戻入へ計上した額)
１，３８０百万円（下記の網掛け分）】

国庫補助分　９６０百万円

県費補助分　１１９百万円

建設負担金分
３０１百万円

企業債分
３３２百万円

現金
他会計補助金　３４百万円 企業債利息償還　４２百万円

特別利益　６百万円

資産減耗費　１２百万円

雑支出　１０百万円

支出計　2,586百万円

当期純損失　301百万円

令和２年度 流域下水道事業 損益収支について

〇約３億円の純損失の主なものは、非現金の支出である「減価償却費」と非現金の収入である「長期前受金戻入※」の差である。 

〇減価償却費と長期前受金戻入の差の主なものは、減価償却費のうち企業債相当分３３２百万円であり、将来の改築（固定資産の取得）にあたっては、

企業債は一定の交付税措置があるため、実質的な損失は６６百万円の見込み。この損失は非現金であり、実際の資金不足を生じるものでない。 

〇下水道事業特別会計から引き継いだ繰越金は９８４百万円を確保している。関連市の負担を大きくしないよう繰越金を戦略的に活用しており、令和

２年度は１２百万円の減少となった。 

〇今後は、令和３年３月に策定した経営戦略にもとづき、一層のコスト縮減や収益向上に取り組むとともに、維持管理負担金単価を適切に設定するこ

とで、一定規模の繰越金を維持しながら収支を均衡させる運営を目指す。 
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※ 期前受 戻 とは固定資産の取得の際に交付された補助金、負担金
などを資産の減価償却にあわせて各年度に収益化し計上するもの。 


